「私の視点」欄への投稿

タイトル

絶望感強める「分離壁」

（本文は下段で、文字数は

１３３０字です。）

住所

氏名

年齢

職業

電話番号

↓

ここは当サイトでは

秘密だよん

もちろん実名で

投稿しましたがな。
　十一月二十一日の本欄に掲載された、駐日イスラエル大使によるヨルダン川西岸「分離壁」に関する論稿につき、私見を述べたい。

古代の一時期に存在した王国を根拠とするシオニズムこそ「洗脳」の道具となっていないかと思えるが、それに詳しく触れる紙幅はない。パレスチナ人のテロは原理主義の「洗脳」教育にも影響されるだろうが、私は自爆テロの本質は絶望感だと考える。彼らを自爆行為に駆り立てるのは絶望感だと思う。彼らの日常は被占領・殺戮の世界と共に在り続けているのだから。
　一方で、シオニスト側が建国の為テロ活動を行なったのも歴史的事実である。
イスラエル建国時、シオニズムと欧州のユダヤ人迫害の影響下で移民が加速しユダヤ人人口は急増していたが、それでも約１３０万人のパレスチナ人に対して約６０万人、土地所有率は未だ全土の７％で、依然としてユダヤ人は少数派だった。国連の分割案は、エルサレムを除く全土のうちイスラエルに約５７％を、パレスチナ人には約４３％を与えるもので、後者の分割案受入は容易であったはずがない。両民族による内乱は、アラブ諸国の派兵で国家間の戦争に発展した。

約２０年後、エジプトがアカバ湾を封鎖した後、イスラエルは国軍の電撃作戦によりたった６日間でアラブとの戦争に勝利し、新たに東エルサレムとヨルダン川西岸及びガザを奪ってパレスチナ全土を占領した。イスラエルは以来今に至るまで占領を継続し、占領地内に入植地を建設、国連の分割案では国際管理下とされたエルサレムも一方的に首都とした。当初の国連は加盟国も少なく欧米中心であったが、現代の国連には世界の大多数の国が加盟している。その国連がイスラエルに対して繰り返す決議は無視されたままである。

自治区にすら行なわれる占領軍の侵攻や家屋破壊等が止む保障もないまま、全権掌握不能な被占領者側に治安対策など無理な注文である。イスラエルがパレスチナ国家創設に道を開くことこそ、パレスチナ人の絶望的テロを減らし共生への道を開くことになるのだ。
　分離壁が象徴するような占領側の国家テロが「やめば」、被占領者のテロは非人間的な誤った手段というだけでなく文字通り「無用になり」、パレスチナ人の長きに亙る切望である「国家創設」が近い将来の現実となり得る。本紙の報道によれば、先日も、分離壁建設現場でイスラエル人２人がテロに遭った。テロは分離壁を標的にした直接的反応であり、「壁」は反ってテロを増幅させている。

　大使は、分離壁が「パレスチナ国家の創設を阻むもの」でなく「主権国家とテロは相いれない」という。「主権国家」としての「パレスチナ国家」創設こそが「主権国家と相いれない」テロ根絶への近道である。

　分離壁はパレスチナ人の生活の物理的分断そのものであり、将来の和解に対する絶望をも象徴させかねない。良心あるイスラエル人の多くは間違いなく分離壁建設を嘆いているだろう。
分離壁は迫害されたユダヤ人のゲットーに、インティファーダに加わるパレスチナ人はワルシャワで絶望的蜂起をしたユダヤ人に似ている。悲劇の連鎖は米国の偏った中東政策にも支えられており、私は日本人の一人として、日本政府の対米追従外交の早急な変更をも求めるものである。






